
土壌・作物栄養診断のための

分析法２０１２

平成２４年８月

地方独立行政法人北海道立総合研究機構 農業研究本部



は じ め に

北海道では、1957年（昭和32年）に「北海道地帯別施肥標準」を刊行して以来、たい肥等

の有機物の施用による「土づくり」の重要性を訴え、1991年（平成3年）からは、化学肥料

・化学合成農薬の使用を必要最小限に抑え、環境との調和に配慮した「クリーン農業」に取

り組んできております。

本道の冷涼な気象条件の下、環境に配慮した「クリーン農業」は、本道農業のスタンダー

ドとして、着実な広がりを見せております。しかし、一部の地域においては、家畜ふん尿や

化学肥料の多投などによる河川や地下水の汚染の問題も発生しており、これまで以上に環境

負荷低減に向けた取組みが求められています。

2010年（平成22年）には「北海道施肥ガイド2010」が発刊され、新たな技術開発に伴う施

肥標準の見直し、収量基準の変更や品種・作型の追加、土壌・作物診断に基づく施肥対応、

有機物の施用に応じた減肥可能量の設定など、環境に配慮した合理的な施肥管理・土壌管理

に向けての改訂がなされました。

これまでに、土壌診断や作物栄養診断技術は、道内の農業現場において着実に定着し、施

肥コストの削減や環境負荷の低減に役立っております。現在活用されている「土壌および作

物栄養の診断基準－分析法－」は、1981年（昭和56年）に刊行され、1992年（平成4年）に

改訂されたものですが、それ以降の20年間に分析手法の改良や新たな測定機器の開発が進み

ました。

本書は、これまでの土壌および作物栄養の診断技術を基本に、最近の研究成果や新たな知

見などを加え、大幅に見直しを行ったものであります。農業の生産現場において、土壌診断

や作物栄養診断技術がより広く活用され、環境にやさしく持続可能な本道農業の発展につな

がることを期待します。

2012年（平成24年）8月

中央農業試験場 農業環境部長 加藤 淳
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